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研究の背景と目的

背景

・幼児教育・保育は子どもへの貧困の影響を緩和する上で大きな役割を果たす

・末子が0～5歳の母子世帯の母親のうち25％が夜間あるいは深夜に働いている

・認可夜間保育所の利用者のうち、母子世帯は26.5%、母子世帯のうち貧困・低所得世帯は86.3％

・認可夜間保育所73か所に対し、夜間・深夜まで開所しているベビーホテルは542か所と、認可外の
施設が夜間保育ニーズの多くを満たしている

※ベビーホテルへの立入調査（実施率67.2％）で不適合となったのは42.3%

目的

夜間保育施設の保育の質が向上し、貧困による子どもへの影響を緩和し、子どもの権利を保障する
社会的資源として機能するために必要な制度的拡充について検討する

課題１：夜間保育施設における保育の質の実態を権利保障の視点から把握する

→「実施運営の質」（保育の計画の作成と反省・評価、連携、研修の機会等）

→「構造の質」(人的環境として保育者の労働環境等)

→「プロセスの質」（日々の保育実践、保育者と子ども・保育者と保護者・保育者同士の関わり等）

課題２：夜間保育施設を利用している保護者の子育て・生活・仕事に対するニーズを把握する

研究の方法―Z市の認可および認可外夜間保育施設を対象とする調査―

調査Ⅰ：夜間保育施設の運営および保育環境に関する調査

1)調査対象者：施設長あるいは代表者 ※配布数38、有効回答数28（回答率73.7％）

2)調査時期および方法：2023年10月～11月末、アンケート調査（紙orオンライン回答）

3)調査内容：施設の概況、職員の概況、利用者の概況、他機関連携、研修への参加等

調査Ⅱ：夜間保育施設の保育者の労働環境に関する調査

1)調査対象者：夜間保育施設で働く職員（正規・非正規）※配布数432、有効回答数240（回答率55.6％）

2)調査時期および方法：2023年10月～11月末、アンケート調査（紙orオンライン回答）

3)調査内容：経験年数、保有資格、給与、手当、労働時間、休暇制度、研修への参加等

調査Ⅲ：夜間保育施設の保育および子育て支援に関する調査

1)調査対象者：夜間保育施設の代表者および保育者16名（無資格者1名含む）

2)調査時期および方法：2024年2月～3月、インタビュー調査

3)調査内容：保育内容や子どもとの関わり、子育て支援の内容や保護者との関わり等

調査Ⅳ：夜間保育施設利用者の子育て・生活・仕事に関する調査

1)調査対象者：夜間保育施設を利用している保護者5名

2)調査時期および方法：2024年10月、インタビュー調査

3)調査内容：保育施設の利用、日々の家事・子育て・仕事について等

結果Ⅰ：夜間保育施設の実施運営の質の把握―連携・研修―
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・「賞与」「役職」「住宅」「寒冷地」手当が支給されている割合は、認可外よりも認可保育所の方がかなり高い
・「育児」「生理」「慶弔」「病気」休暇・休業制度は、認可外よりも認可保育所の方が整っている

結果Ⅲ：夜間保育施設のプロセスの質の把握―生活リズムに関する実践―

認可保育所：施設長Aさん（施設長歴6年、保育経験35年）

登園時間は9時半、就寝時間は20～20時半で、生活リズムを
整えること、集団生活での経験を重視した実践

生活リズムと親子の時間の確保との間で感じるジレンマ

登園時間を保護者の仕事の時間に合わせて午前中は一緒にいら
れるようにした方がいいか、そうすると友達との関係がなかな
か育っていかず、どうしても夜型の生活リズムになってしまう

夜間保育利用と昼間保育利用との間で感じるジレンマ

昼間利用で慌ただしく19時にお迎えをして、帰宅後ご飯、お風
呂よりは、夜間利用で18時に園で夕飯を食べた方がいいか、し
かし園で一度寝て起きてから帰宅すると、自宅での就寝が遅く
なってしまう

その他の認可外：パートBさん（勤務歴10年、保育経験17年）

登園・ご飯・就寝時間ともに、園のリズムに合わせるのではな
く、その子どもと保護者のリズムに合わせることを重視した実践

子どもの生活リズムと保護者のリズムとの間で感じるジレンマ

昼型の生活リズムの方がいいとは思うが、保護者が昼間寝ている
間に家から出ていかないか心配、保護者が無理なく、子どもが安
全に過ごせることが一番

夜型から昼型の生活リズムになるきっかけ

二重保育を利用している場合、3・4歳になって子ども自身が「友
達と遊びたい」、保護者が「集団生活の経験をさせたい」という
気持ちになると昼から園に来るようになりリズムが整ってくる

開園時間：7時～24時

夜間利用している子どもの数と降園時間

6人程度（定員30名）

月に何日か24時ギリギリの降園の子どもがいるが、それ以外はだいた
い21時半頃には降園

保護者について

夜間利用の保護者の職業は、事務、学習塾、飲食店勤務など、これまで
には、ピアノ教室、販売店、繁華街の飲食店勤務、自営業の人などもいた

ひとり親、精神的な病を抱えている保護者、児相や家児相と連携が必要
な家庭が、夜間に限らず昼間利用にも増えている

開園時間：24時間

夜間利用している子どもの数と降園時間

21時以降をメインに利用しているのは50人くらい、21時以降も利用することがあ
るのは60～70人

降園のピークは24時、1時半、3時過ぎにあり、あとは5時、6時などパラパラ

保護者について

職業は、繁華街の接待を伴う飲食店、風俗店が多く、その他、学習塾、看護、介
護職、建設業、自営業、会社経営など様々

ひとり親、頼れる親族が近くにいない保護者、障害が疑われる保護者が結構いる

保育料の滞納など経済的に心配な世帯が3、4割

結果Ⅳ：保護者の子育て・生活・仕事に対するニーズの把握

• 生活に必要なお金と時間の不足を補うもの

自身の体調が悪い時でも「這ってでも（仕事に）行く」「39度以上にならないと休まない」など、自身の健康を犠牲にしながら生活
をまわしている

・現在の生活に対する思いと今後の生活の見通し

育児を主に担っている母親は、子どもの生活リズムや健康、小学校就学後の夜間保育等について考慮しながら、自身の職業や働き方を
選択している
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子の
年齢

世帯
構成

年齢
利用
施設

学習塾スタッフ
（正規）
※夫：携帯販売

1歳11か
月

母父子32歳認可AC

菓子屋店長（正
規）、アパレル

3歳6か月母子37歳認可AD

定時制高校教諭
（正規）

1歳1か月母子38歳認可AE

美容外科カウン
セラー（正規）

3歳5か月母子25歳認可AF

デリヘル
3歳7か月
2歳9か月

母子2
人

23歳
認可
外BG

【経済的状況】

5名中4名が貧困・低所得世帯であり、継続的に貯金ができないため、今
後の生活や子どもの成長に伴って発生する支出に不安を感じている

【時間的状況】

勤務時間：勤務時間外の仕事があり、その時の保育施設の利用の不便さ、
家事時間の不足、自身の体のしんどさを感じている

家事時間：隙間の１時間くらいで片付けてしまう場合や４時間近くかか
る場合など、家事に必要な時間や家事をするタイミングについては家庭に
より違いがある

育児時間：帰宅してから子どもと過ごす時間を確保している場合は子ど
もの就寝時間が遅くなる傾向がある、夜間・深夜にしか保育施設を利用し
ていない場合の育児時間は長くなる

余暇時間：子どもの年齢が低く子どもと過ごす時間＝育児時間であり、
その中で余暇の時間を過ごせている場合もあれば、一人の時間がほとんど
ないことで大変さを感じている場合もある

⇓

経済的にも時間的にも余裕がない生活を送っている

まとめ

●実施運営の質―連携、研修の機会について―

・認可・認可外の枠を超えて、他の保育施設（在園児が通っている児童発達支援や保育所・幼稚園等含む）や他機
関、行政機関と連携・交流をすること

・非正規職員（特にパートタイム職員）の研修機会を確保すること

●構造の質―保育者の給与、休暇・休業制度について―

・認可外保育施設の給与水準、手当の支給、休暇・休業制度を認可保育所と同程度に整備すること、全体的に改善
すること

●プロセスの質（生活リズムに関する実践）と保護者のニーズ

・保護者の生活リズム・仕事の時間に関わらず、子どもの生活リズムを整えていくことと、必要な時（保護者の健
康状態や休息、勤務時間外の仕事等）には保育料、保育時間を気にせずに利用できること

各保育施設任せにするのではなく、子ども・保護者・保育者の権利を保障する保育・子育て支援施設として機能
するために以上の課題を解決するような制度的拡充が必要
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貧困による子どもへの影響を緩和する
夜間保育施設の役割と可能性に関する研究
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